
 ～身に覚えのない架空請求にご注意を！～ 

☎０４７６－９３－５３４８（相談専用） 

場○所：富里市役所 分庁舎２階（商工観光課隣り） 

相談日：月曜～金曜日（祝日・年末年始除く） 

時○間：９時３０分～１２時、１３時～１６時まで 

 
富里市消費生活センター 
〒286-0292 

富里市七栄652-1富里市役所分庁舎2階 

電話 0476-93-5348 

【第15号】 平成30年9月編集・発行 

  

マスコットキャラクター 

とみリン 

▼相談総受付件数 ４５６件 （前年度相談件数 ３５５件） 
※上記のうち，苦情・要望は４１１件，問合わせは４５件でした。苦情・要望の状況は以下のとおりです。 

     ▼年代別相談件数 

  

  

  

  

▼相談の多い商品・役務の主な相談内容及び件数 
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富里市消費生活センター 

≪ＦＡＸによる相談受付について≫ 

 専用の相談受付用紙にてＦＡＸ後、センターから折り返し 

ご連絡させていただきます。 

 ＦＡＸ：０４７６－９３－２１０１ 
※ＦＡＸでは相談の受付のみとなっております。詳しくは相談窓口にお問合せください。 

平成２9年度 富里市消費生活相談の概要 

 消費生活センターでは，衣・食・住など消費生活全般に関する商品・サービスへ
の苦情や相談について，専門の相談員が公正な立場で問題解決へのお手伝いを
しています。相談は無料で，秘密は厳守します。 

 消費生活相談員が皆さんの地域や団体の学習会などに出向いて，消費生活に関するくらし

に役立つ情報をわかりやすく講義します。費用は無料です。ぜひ，ご利用ください。 

【時    間】 １５分～２時間まで 

【テーマ例】 

※終活セミナー 
・今までの自分を見つめ直し，これからの人生を「より良くいきる」ためにエンディングノートの書き方，葬

儀やお墓，墓じまい，遺言，相続などについて講義します。  

※親子スマートフォン（パソコン）講座   
・親子でスマートフォンなどのトラブルに遭わないために，家庭でのルール作りの方法，最近のトラブル事

例，トラブルに巻き込まれてしまったときの対処法などについて講義します。 

※賢い消費者になるために 
・知っておきたい消費者知識についてや悪質商法に遭わないために相談事例をあげて講義します。 

※インターネットトラブルの対策について 

※クレジットカード時代の落とし穴について 
 

※その他，「リアルな消費者情報（チラシ等）が欲しい。」「家族・ご近所に役立つ消費・犯罪防止情報が

欲しい。」など講義内容は，ご相談いたします。 
 

※随時お申込み受付中です。  
 

       ●詳細はお気軽に下記までお問い合わせください。 

         富里市 市民経済環境部 商工観光課 商工振興班   

                      ☎ ０４７６－９３－４９４２ 
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順位 分　類（主な具体的商品） 主な相談内容 29年度件数 28年度件数

役務その他
（廃品回収サービス・結婚相手紹介サービス）

カードローンが払えない，多重債務の相談

結婚相手紹介サービスの解約，結婚式場の解約

住宅リフォーム，浄化槽設置，排水管工事，火災保
険を使っての住宅リフォームなど

戸建住宅
（住宅リフォーム・浄化槽装置・排水管工事）

インターネット通信サービス
（光回線・プロバイダ・Ｗｉ－Ｆｉ契約）

安くなるからと光回線の電話勧誘を受けたがやめた
い

融資サービス
（住宅ローン・フリーローン等）

６３件

２３件

１７件

１６件

１６件

 ３位

 ４位

 ５位

１３件

7件

８７件

２１件

１５件

９件

 １位
商品一般
（架空請求ハガキ・不用品買取等）

放送・コンテンツ
（デジタルコンテンツ・アダルト情報・出会い系
サイト・オンラインゲーム等）

国の機関を名乗り，支払いされていない契約により
訴訟が起こされたというハガキによる架空請求

有料サイトの料金未納とのメールによる架空請求・
アダルトサイト・出会い系サイトなど

 ２位

９４件

●今期の特徴・・・「架空請求ハガキ」に関する相談が爆発的に増加 

 今期は，６０歳以上の方から，「身に覚えのないハガキが自宅に届いた。」という内容の相談が殺到しました。 

 「架空請求」には，ハガキの他，電子メールによる手口もあります。現在もなお，相談が増加しており，今後も注意が

必要です。 



（消費者庁イラスト集より）

 ～身に覚えのない架空請求にご注意を！～ 

  

終活セミナーを開催しました！ 

  

☆終活の全体像が見えて良かった。 

☆墓じまいについて詳しく聞きたい。 

☆エンディングノートの重要性が理解できた。 

☆親族表が改めて確認できた。 

☆終活準備のきっかけにしたい。   

☆相続・遺言の話を詳しく聞きたい。 

  

【事 例】 
・「総合消費料金未納分訴訟最終通知書」というハガキが届いた。 

  ハガキに記載のあった取り下げ窓口に電話をした。私が「総合消費料金は何か。」と

尋ねたが，「答えられない。弁護士に相談せよ。」と言った。教えられた弁護士に相談す

ると，プリペイドカード（電子マネー）を３０万円分購入し，券面の番号を教ええるように

言われた。後日，弁護士から「大変なことになっている。相手が裁判を取り下げないと

言っている。未納金１５０万円だ。お金を準備できなければ，あなたの弁護はできな

い。」と言われた。この話は本当なのか？どうすればよいか？ 
 

【アドバイス】 
・はがきに記載の電話番号に絶対に電話をしないでください。 

・行政機関を装い，文面に「訴訟を起こす」「差し押さえる」など 

法律用語を使って不安をあおり，ハガキに記載の連絡先に電 

話をかけさせようとするものです。 

・連絡をすると弁護士と称する者等から多額の金銭を要求さ 

れたり，電話番号等の個人情報を知られてしまったりするケ 

ースもあります。 

・法務省が民事訴訟案件に関して消費者にハガキで連絡することはありません。 

な
ー
に

こ
れ
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      好評につき，第３回目開催決定！ 
 

 ～より良く「いきる」より良く「おくる」  大切な人に想いを託す～ 

 ２月に開催した『富里市消費者フェスティバル』でのアンケート，「興味のあるテーマ」第１位になった

｢終活」 について，セミナーを開催しました。全２回にわたるセミナーで，参加者は２講座とも３６名，３

０歳代から８０歳代の方まで幅広い年代の方が参加され，「自分らしく今を生きるために，これまでの

人生を振り返り，これからの人生をどのような形にして生きていけばいいのか？」自分の人生をデザイ

ンするために真剣にセミナーを受講していました。 

・ある日，スマートフォンにメールがきた。「あなたの有料サイトの閲覧は，昨年１月に記録され

ています。３万円ですが，これまで料金未納です。延滞金を含めて，１５万円です。コンビニで

電子マネーを購入し，券面の番号を連絡してください。支払いがない場合は，法的手続きに入

ります。」身に覚えがないため，記載の番号に連絡したほうがよいか？ 

・身に覚えがなければ絶対に電話をしないでください。 

・実在の事業者名を語って本物だと思わせたり，法的措置を取るなどと記載したり，消費者の

不安をあおるケースも見られます。連絡していまうと金銭を要求されるケースもあります。身に

覚えがなければ絶対に電話をしないでください。 

～架空請求メールの見分け方～ 
・全く身に覚えのない内容のメール 

・携帯電話からのメール 

・宛名がないメール 

・抽象的な内容のメール 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1532501298/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9zdW1haS0xMDAuY29tL2xpZmUvcG9zdC0zODk5MS8-/RS=^ADBuW76T2rVVeukZNj6ibd9sGndscU-;_ylt=A2RCMY6yy1ZbpzkADh.U3uV7

